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イス ラー ム に お ける 生命 安 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 気 前 の よさ 、 慈 
悲 、 そ し て お 赤 し を 豊か に も た れる 私 た ちの 神 
は 人 々 に 知性 を 与え られ 、 道 案内 と し て 預言 者 
を 己 わ さ れ まし た 。 宗 高 な 教え は 、 神 が 最も 美 
し い 形 で 創造 され た 人 間 の 生命 、 財 産 、 知 性 、 
款 教 、 そ し て 名 誉 に お ける 安全 を 不可 侵 な も の 
と し て いま す 。 有 名 な イス ラー ム 学 者 で ある イ 
マー ム ・ マ ヴェ ルディ が 今 か ら お よそ 1000 
4 織 Sri 
あり 、 公 正 さ は 最も 強い 軍隊 で ある 」 と 語っ 
いま す 。 人 は 何より も まず 、 0 
の 生命 の 安全 を 求め ます 。 人 々 の 破滅 で は な く 
導き を 根本 と する 私 た ちの 祭 高 な 教え は 、 善 い 
ムスリム に つい て 「 他 者 に 信頼 を 与え 、 手 や 舌 
か ら 人 々 が 害 を 受け る 
こと が な く 、 災 いも も 
た ら さ な いと 信頼 で き 
る 人 」 と いう 形 で 定義 
し で の の で す 。 

大 切な 兄弟 姉妹 の 皆 
様 。 イ スラ ー ム は どの 
よう な 形 で あれ 、 他 者 
の 権利 の 侵害 に 許可 を 
与え て お ら ず 、 括 害 
革 力 を 認め て いま せん 。 
この 原則 が 要する と こ 
ろ と し て 、 私 た ちの 教 
え は 人 々 の 生命 の 安全 を 危険 に 陥れ る こと 、 騒 
動 を 引き 起こ すこ と を 大 き な 罪 と し て いる の で 
す 。 ク ルアー ン は 、 1 人 の 人 を 正当 な 権利 も な 
く 殺害 する こと は 、 全 人 類 を 殺害 する こと で あ 
る と 見 な し て いま す 。 こ の 件 に 関す る 草 句 で は 
次 の よう な 表現 が あり ます 。 「 ア ッ ラ ー と な ら 
べ て 、 外 の どん な 神 に も 祈 ら な い 者 、 正 当 な 理 
由 が な い 限 り 、 ア ッ ラ ー が 禁じ られ た 殺生 を 犯 
すこ と な く 、 ま た 委 巡 し な い 者 で ある 。 だ が 凡 
そそ ん な こと を する 者 は 、 懲 六 さ れる 。 復活 の 
日 に は 懲 六 は (人 罪 に 応じ ) 倍加 され 、 そ の ( 地 
獄 で ) 屈辱 の 中 に 永遠 に 住む で あろ う 。」 ( 識 
別 章 第 6 8 一 6 9 飾 ) 

預言 者 ムハンマド は この 件 に つい て 次 の よ 
う に 仰せ られ て いま す 。 「 人 々 に 対し 慈しみ 深 
く 接 し な い 者 に は アッ ラー も 慈しみ を 持っ て 振 
舞 わ れ な い 」 「 ア ッ ラ ー の 位階 に お いて 1 人 の 
信者 が 殺さ れる こと は 世界 が 滅亡 する こと より 
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も 甚大 な 出来 事 と な る 」 「 私 た ち に 武 問 を 向け 
る も の は 私 た ちの 仲間 で は な い 」 「 疑 いも な い 
こと で ある が 、 あ な た が た の 血 も 、 財 産 も 、 名 
誉 も 、 侵 害さ れる べき で は な い 。 私 が 去っ た 後 、 
互い の 合 を 傷つけ る 不信 心 者 と な っ て は いけ な 
い 」 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 ク ルアー ン の 章 
名 や ハデ ィ ー ス に お いて 見 られ る よう に 、 人 間 
は 地上 に お いて 最も 尊 く 尊敬 され る べき 存在 で 
す 。 思想 、 肌 の 色 、 民 族 が 何で あれ 、 皆 が アッ 
ラー の し も べ で な の で す 。 人 々 が 、 人 で ある が ゆ 
え に 与 えら れ て いる 権利 を 侵害 する あら ゆる 動 
き は 騒動 や 反乱 と みな され 、 騒 動 を 起こ すこ と 
は 生命 を 傷つけ る こと より も な お 大 きい 罪 と さ 
れ て いる の で す 。 こ の 御 
点 か ら 、 預 言 者 ム ハ ン マ 
ド の 次 の り の ハディース は 非 
常に 注意 を 引く も の で す 。 
「 人 を 経 減 へ と 導く 七 つ 
の も の を 避け な さい 。 そ 
れ は 、 ア ッ ラ ー に 何 も の 
か を 配 す る こと 、 ま じ な 
い を 行う こと 、 正 当 な 理 
由 な くし て アッ ラー が 禁 
じ て い る 人 を 殺害 する こ 
と 、 利 子 に より 利益 を 得 
る こと 、 孤 児 の 財産 を 奪 
うこ と 、 戦 い の 時 に 李 避 する こと 、 高 漆 で 純真 
な 女性 に 対し の 虚言 を 広め ゆめ る こと で ある 」 
犬 切な 上 兄弟 姉妹 の 皆様 。 預言 者 ムハンマド 
は 「 あ な た 方 は 地上 に ある 者 に 対 し 慈しみ 深く 
振舞 いな さい 。 そ うす れ ば 天 に ある 存在 も あな 
た 方 に 慈しみ 深く 振舞 われ る だ ろう 」 と 仰せ ら 
れ ま し た 。 こ の 点 に お いて 私 た ち が な すべ きこ 
と は 、 「 私 は 信者 で ある 」 と いっ た 以上 、 イ ス 
ラー ム が 示 し て いる 方 向 性 に 従っ て 生き る こと 
な の で す 。 

款 高 な る 神 が 、 財 産 、 生 命 、 そ し て 全て 
の 尊い も の を 侵害 する 者 た ちか ら 私 た ち 皆 を 守 
っ て くだ さい ます よう に 。 私 た ちの 国 や イス ラ 
ー ム を 混乱 や 騒動 、 騒 乱 か ら お 守り くだ さい ま 
の より (に S。 
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